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なくなる中で、何とか大学に学生を呼ぶために
は、箱根駅伝は非常に使える存在です。
　そのため、各大学は、いい選手をどんどん勧
誘して育てていくということを繰り返してい
きますが、その争奪戦の過程では大学がどん
どんブランド化しています。私がよく知ってい
るある指導者は、高校1年のときから目を付け
ていた選手を、最後の最後にブランド大学に
持っていかれたと言っていました。そういうこ
とは非常に多いです。
　最近、非常に強くなっている大学がありま
す。ここは非常に古い大学で、一時期は大変下
火でしたが、今はとても盛り返しています。専
修大学も非常に古い大学で、それなりの実績
を誇ってきた大学なので、やり方によっては、
同じように復活することは可能だと考えてい
ます。今は、長谷川コーチがとても頑張ってい
ます。
　そのように、今、大学では選手の争奪戦が起
きていて、各大学はいろいろな工夫をしていま
す。いい選手を発掘し、大学に連れてくるため
には、ネットワークが非常に大事です。地方に
は各大学のOBがいて、その中には教師になっ
ている人もいると思いますが、そのようにいろ
いろなネットワークを充実させ、選手に対して
は常日頃から手厚くサポ トーや、アドバイスを
行うことが大事になります。
　これは非常に難しい問題ですが、今、現実に
選手を採りやすい大学と、採りにくい大学が
存在しています。ちなみに、中央大学は、箱根
駅伝出場回数が90回という最多で、優勝回数
も最も多い大学ですが、最近は非常に低調で、
最近の4年間はずっとシード落ちをしていま
す。そこで、中央大学は、今年4月に大変思い
切った改革をしました。その改革とは、リオデ
ジャネイロオリンピックを目指していた藤原
正和選手を監督として迎えたことです。
　彼はまだ35歳ですが、中央大学在学中に
は、びわ湖毎日マラソンで2時間8分12秒と
いう日本学生最高記録を達成しました。これ
は、今も日本学生最高記録として残っていま
す。また、彼は、マラソン世界選手権にも3回
出場しました。このように、今までコーチ経験
もない人を、中央大学は突然監督に就任させ
ました。これはいわゆるカンフル剤です。
　さらに、中央大学では、4月に入学したばか
りの1年生をキャプテンに任命し、サブキャプ
テンも1年生にしました。上級生はたまったも
のではありませんが、それほど思い切ったこと
をして、大学は2020年の100周年大会での優
勝を目指しています。
　また、今下火になっている東海大学も、OB
のネットワークを使い、有望選手を大量に勧誘
しています。また、実は第1回の箱根駅伝優勝
校の筑波大学も、最近では全く名前を聞きま
せん。筑波大学はこの状況を打開しようと、筑
波のOBで、女子マラソンの弘山選手の夫を監
督に就任させました。それと同じようなことが
今、各大学で起こっています。この波に乗り遅
れた大学は非常に厳しい状況になると思いま
す。
　
佐藤雅幸　現場で勧誘した選手をこれからど
う育てていくかが課題だということですが、現
在の専修大学の状態があまり良くないのは何
が原因だと考えますか？
満薗　専修大学は、92回の箱根駅伝の歴史の
中で、1939年に1回だけ優勝しています。こ
れは往路復路の総合優勝でした。これは77年
前の優勝です。これ以降、優勝こそありません
が、出場は何回もしていました。しかし、最近
5年間で出場できたのは、平成26年だけです。
そのときも、結果は21位でした。当然シード
権は取れずに、翌年は出場できませんでした。
　去年、私は、専修大学の後期の授業で、スポ
ーツジャーナリズム概論を受け持ちました。そ
のとき、学生に、正月に箱根駅伝を見るかと聞
いたら、見ないと言った学生は結構多かったで
す。その理由は明らかです。母校が出ないか
らです。やはり、他校しか出ない駅伝を朝早く
から見ていてもつまらないと学生は感じてい
るのです。ですから、専修大学も、今起きてい
る古い大学の巻き返しの波に割って入り、何
とか新しいことを始めなければいけないので
はないかと感じます。
佐藤雅幸　その活路、流れについて、野呂先生
はどうお考えですか。
野呂　選手獲得の前に、まず大切なのは高校
の先生とのコミュニーケーションをとること
が大事ではないでしょうか。
佐藤雅幸　信頼関係ということですね。
野呂　先ほど先生が言ったように、これから有
望だと思って先に声を掛けていた生徒が、卒
業したら違う大学に行ってしまうという可能
性もありますが、やはり、早めに声を掛けるこ
とは大事だと思います。それには、高校の先生
と会食などして、コミュニーケーションをとる
ことが大切です。
佐藤雅幸　様々なシステムがあると思います
が、実際のトレーニング方法について聞かせて
ください。
野呂　どこの大学でも、その環境に合ったトレ
ーニングをいかに工夫するかということが大
事です。東海大学は以前、大崎コーチが入って
強くなったことがありました。大崎コーチは、9
月に入ってからのインターバルの練習は全て
道路で行うというトレーニングしていました。
　私も、インターバルの練習は多摩川のサイ
クリングコースで行いました。また、多摩川の
向こうに、800メ トールほどのスパイクが履け
るような練習コースがありましたが、そこでス
ピード練習をしました。私は、そのようにいろ
いろな工夫しました。今は、グラウンドがない
から練習ができないと文句が出ますが、そのよ
うに、道路でも何でもいいから練習して結果を
出した学校もあったということです。
　ちなみに、10000mを28分台で走った渡辺
選手などは、グラウンドで試合以外では年2回
ぐらいしか練習していません。記録会ではグ
ラウンドを走っていますが、グラウンドで練習
しなくても、彼は素晴らしい記録を出していま
す。ですから、各大学の環境に合ったトレーニ
ングが大事だと思います。
　専修大学は、強化のためにコーチを雇いま
したが、成績が上がっていないのに、その監
督・コーチの練習方法は今も変わっていませ
ん。私は、練習のバリエーションを変えるのも、
やはり指導者の責任だと思います。1年に20
パーセントぐらいは練習の内容を変えていか
なければ、選手は飽きてしまいます。芯になる
ものは残しながら練習方法を変えていけば、毎
年の練習が新鮮になると思います。
　人間の体は、1週間単位で動いています。で
すから、試合に合わせてピークを持っていくこ
とは大事なことです。箱根駅伝の日時は決ま
っていますから、そこに合わせたピーキングは
とても大事です。やはり、それができたチーム
は、いい成績を収めています。指導者は自分の
経験だけではなく、いろいろなことを吸収しな
がら、その辺りを考えて指導していかなければ
いけないと思います。
佐藤雅幸　話は盛り上がってきましたが、与
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えられた時間が少なくなりました。
野呂　私が日体大にいたとき、選手たちには
結構、フリー練習がありました。しかし、それは
ただの休みではなく、その間に、選手たちは自
主的にしっかりと練習をしていました。ここで
練習をしない選手は置いていかれるからです。
　今、専修大学の選手を見ていると、毎日練習
をしています。私が監督の時は、確かフリー練
習は年間50日程ありましたが、その間も選手
にはスケジュールを出させていました。皆のス
ケジュールは立派でしたが、結果は伴っていま
せんでした。
　私が専修大学に来たときは、1週間ぐらいフ
リー練習にして、その後16キロのトライアルを
してから選抜合宿をしました。2010年、私は国
内留学で東海大学の新居監督の指導方法を
学ぶことができました。東海大学のフリー練習
は、1年間に23日で、本大学は12日間でした。
今は、4日続けてのフリー練習日は1回ぐらい
しかないと思います。最近の選手はそれだけし
っかりと管理されるようになってきています。
これがいいか悪いかは別として、このように選
手を自由にする期間が短くなると、選手は行き
詰まってくるのではないかということは感じま
す。
　練習のめりはりがつくように、選手を信頼す
ることも大事だと思いますし、同じように、指
導者も信頼されないと選手は強くならないと
思います。
佐藤雅幸　ありがとうございました。本日は、
日刊スポーツの首藤さんも参加されておりま
す。是非とも、御意見を頂きたいのですが如何
ですか？
首藤　大学スポーツを取材している立場から
言うと、一番重要なのはスカウトだと思いま
す。いい指導者は確かに必要ですが、やはり大
学の場合はスカウトがものすごく重要だと思
います。現在の専修大学のスカウト体制は、実
際はどうなっていますか。学校の協力が得られ
ているのかも分からないのですが、その辺はど
うなっていますか。
長谷川　コーチの長谷川です。今のスカウト
の話ですが、現状では大学のサポートは特に
ありません。今年は12名の採用という枠は決
まっていますが、その何名かには授業料等免
除もあります。監督と私は各大会に足を運び、
スカウトできる高校の生徒を探しています。私
は去年から現場に入ったため、顔を知らない先
生が多いので、これからは私の顔を知ってもら
うためにも、頻繁に足を運びたいと思います。
今年の在学生が1年生から4年生まで今の監
督の勧誘してきた選手です。
野呂　今は、勧誘のための出張費が出る回数
は決まっていますか。
飯塚　今は回数は決まっていません。
野呂　それは良いですね。根気よく足を運ん
で下さい。
満薗　やはり、危機感は大学全体で共有した
ほうがいいと思います。歴史ある学校が復活
し、新興勢力が攻めてくるときに、ここで頑張
って踏みとどまらないと、今後は5年間で1回
ではなく、10年間で1回しか出場できなくなる
可能性があります。そうなると、復活させるの
はもう難しいです。今が何かをやらなければい
けないときだと思います。
　最後に、金栗さんの理念は、箱根から世界
へということです。天下の険が最終の頂では
ない、ゴールは世界にあるということです。今
後は、これも踏まえて若い人たちを鍛えてもら
いたいと思います。若い人たちの意識を高め
るのは指導者の役目です。指導者が世界に目
を向けないと、歩みは箱根で止まってしまいま
す。それでは駄目です。
　最近は、村山選手や、東洋大の服部選手、青
学の一色選手、下田選手が東京マラソンを走
り、マラソン界にとても新鮮な空気を吹き込ん
でくれました。今、世界はどんどん変わってい
ます。大学もぜひそちらに目を向けて進んでい
ってほしいと思います。伊藤監督も長谷川コー
チもキャリアは十分なので、もっと高いところ
に目を向けてほしいと思います。
佐藤雅幸　では、野呂先生から最後にまとめ
ということでお願いします。
野呂　今、各大学で現場を預かっている人は、
学校から箱根駅伝をメインに考えてほしいと
言われています。ですから、どうしても今のよ
うな話が出てくると思います。そして、そのた
めに、最近は、関東インカレ、全日本インカレ
などを軽く見ている大学が増えています。その
辺はもう少し考えなければいけません。
　私は以前から、関東インカレでは一部にい
ることを目指していました。長距離だけで、人
数が少ないので、一部から落ちた場合は、簡単
に復帰することは難しいからです。そのため
私たちは、関東インカレに向かい必死で練習し
ました。しかし、今は関東インカレなどの大会
を全く無視している大学が多くなっています。
ただ、やはり上位にいるチームは余裕があるた
めか、関東インカレでも頑張っています。そし
て、そういうチームはやはり箱根でもいい成績
を収めています。ですから、箱根だけを目指し
て小さくならずに、最終的には、日本を代表し
て走らせることを目標にすることが一番大事
だと私は思います。
満薗　同感です。
佐藤雅幸　どうもありがとうございました。少
し時間が延びてしまいましたが、この後の懇親
会でディスカッションして頂きたく思います。
本日は、本当にありがとうございました。
